




Autoritares oder soziales Strafrecht?1933.
















































































































Rardbruchs Entwurf eines allgemeinen Deutschen Strafgesetzbuch
（1922）において明らかである。（Eb. Schmidt, Einleitung in Gustav
 
Radbruchs Entwurf eines allgemeinen Deutschen Strafgesetzbuches,


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法慣習の諸問題」（Die Aufgaben der Strafrechtspflege）1895年所載。また











Studien u?ber die Strafzumessungspraxis der deutschen Gerichte）1931年
参照。
(７)ヘルムート・ニコライ博士（ドイツ国家社会主義党行刑局国内政策部長）
「人種立法の法理」（Dr. Helmut  Nicolai, Leiter der Innenpolitischen
 





義刑法か権威刑法か」（Georg Dahm(Heidelberg)und Friedrich Schaffstein
(Gottingen), Liberales oder autorita?res Strafrecht?）Hamburg, O. J.,
Hanseatische Verlagsanstalt.
(10)アルブレヒト・エーリッヒ・ギュンター「国家社会主義に何を期待するか」















































本文はGustav Radbruch, Peter Gu?nter-Narr end Held, in:






































































・Der Ursprung des Strafrechts aus dem Stande der Unfreien.
・Planetarische Kriminalanthropologie.
・Hans Baldungs Hexenbilder.






































・Lieb der Gerechtigkeit und Gemeiner Nutz. Eine Farmel von
 
Johann von Schwarzenberg.
・Cicero deutsch. Zu Johann von Schwarzenberzs Offcien-
Ubersetzung.
・Schwarzenberg-Bildnisse.
・Die ersten Zuchthauser und ihr geistes geschichtlicher Hintergrund.






・Isaak Iselin uber Cesare Beccaria.
・Anselm V.Feuerbach und die vergleichende Rechtswisenschaft.
・Franz v.List-Anlage und Umwelt.
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と異端者の歴史』（第二巻）?Gottfrieds Arnolds Kirchen-und Ketzerhis-
torie,im zweiten Bande.?に収録されていなければ、ここに再録したい
ほどである。
しかし、残念なことにこれらの手紙は遅すぎた。というのも、ウィッ
テンベルクの神学科の教授団たちは、頑固に既往の立場を守ったのであ
?
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る。神学科の教授団はかつての同僚マルチン・ルター（D.Martini Luth-
ers）の思想を尊重するためには、確固たる正統信仰の範をすべての人々
に先立って示すべきである、と考えており、まさにそのような立場にあ
るこの神学科の教授団に対し、市参事会の決定にもとづき、第一級公証
人たるアドルフ・マートハウス・ロードがペーター・ギュンター審問に
関する一切の書類を送付して意見を求めることになったのであった。神
学科教授団は、慎重に審議したすえ、1687年８月３日、つぎのようにそ
の意見を発表した。まずペーター・ギュンターは、第一に悪意ある背教
者であり、彼はその懺悔牧師およびその他の学識深い良心的な牧師に相
談したり、また信心深いキリストを信ずる人々と話し合うことをしない
で、サタンから空想的かつ狂信的な思想を受け入れたものである。つぎ
に彼はまぎれもない無神論者である。なぜならば三位一体の神以外のも
のを信ずる者は、実のところトルコ人、ユダヤ人および盲目の異教徒の
偶像同様、邪神と偶像との間に迷っている者である。それはサタン自身
ではないにせよ、われわれの盲目の理性を迷わすサタンのまぼろしの偶
像である。第三に、ペーター・ギュンターは神聖の冒 者であり、明ら
かにけがらわしい神の冒 者である。彼はキリスト教的生活を送ってい
たといわれるが、キリストを否認する者がどうしてキリスト教的生活が
できようか？ 彼は聖歌を唱い、聖書、福音書を読んだそうだが、彼は
キリストを信じないでこれらの行為をしたのであるから、これはなんと
卑しむべき濫用といわなければならない。本件に関し、僧侶たちは第一
に哀れな迷妄の魂が回復可能かどうか見極めることに努めなければなら
ない。しかしこうした努力が無駄である場合には、大いなる神にしてわ
れらの救世主たるイエス・キリストの栄光に対する義務とて、それにふ
さわしい配慮をほどこし、他の神の冒 者どもを震え上らせ、キリスト
教徒仲間と信心深い街の人々の怒りを和らげ、神の怒りが街と市民とに
回復し難い損害を与えることのないような見せしめのための刑罰を被告
に与えるべきである、と。
リューベックの市参事会は、キリスト教の聖職者の良心に向けての要
?
）
一
四
三
三
五
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
請を蔑ろにせず、ウィッテンベルクの信心深い人々の指示に従うことに
した。しかし、長老、教導師およびすべての牧師たちが、1687年10月20
日に市参事会に報告せねばならなかったことは、あまり満足すべきもの
ではなかった。すなわち「彼のそばにいた人々は、ペータ ・ーギュンター
が頑固にも自説をまげず、他人の説を受け入れようとはせず、あいかわ
らず間違った自説を固執するのをみて、誠にいたましい思いをした。彼
はキリスト教徒として聖晩餐を喜んで受け大きな慰めを得たが、いまや
そのようなものは欲しがっていない。彼は神の啓示された善よりもさら
に至高のものを知っており、これを守り、いかなる人およびサタンの手
によってさえもそれから別離されることなく、もしそのことにより死刑
になるのであるのなら喜んで死ぬ、といった。彼は神を冒 した、とい
う批判についてはこれを激しく否認したが、いっそうのこと早く死刑に
して監獄から出られるようにしてほしい、と述べ、さらに、人々が彼に
教会の公開の集会で、みんなが説教壇で彼のために祈った、と語ると、
ペーター・ギュンターは、そんなことはして貰いたくないし、また何の
役にも立たない、と答え、そしてまた別の話の際には、彼が暗い牢獄に
座っていると、夜毎に一つの燈が現れて彼を照らして慰める」というの
であった。ペーター・ギュンターはやがて監獄から出る日がきた。神学
科教授団の意見書に少々おくれてウィッテンベルク法学科教授団から判
決草案が到着したが、それは何時でも宣告できるように整えられており、
その結びの部分は、つぎの通りであった。「三人の証人が先に述べた彼の
冒 の言葉をはっきり聞いた旨を口頭で宣誓しており、訊問においても
ついにその主張を変えず、はっきりと彼の罪状を認めさせた。過度に酩
酊していたという証拠はなく、さらに彼の発言からすれば、その瞬間に
理性が狂っていたとは認められない。以上の事実から判断すると、ペー
ター・ギュンターを、神を冒 する言葉を吐き散らしたかどで、断頭の
刑に処すべきであると思科する。」
エー・ホーホヴェ・ラーテ等教授団の一部の人々は、とくにショーメ
ルス博士が処刑に反対であったにもかかわらず、右の判決にさらに付加
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して、ペーター・ギュンターの死体は改心の形跡がない限り、特殊な場
所に埋葬すべきであるとの意見を付加すべきことを主張してゆずらな
かった。ちなみに、「リューベックの人々は人を許すことを知らない」と
いう諺がある。
かくして1687年10月25日、愚者で英雄であるペータ ・ーギュンター
は従容として死に就いた。彼の最後の言葉は「永遠の真実の光よ、われ
を憐れみたまえ」であった。僧侶たちがペーター・ギュンターにキリス
トと共に磔刑になった盗賊のように、この際にキリストの恵みにすがる
ように、とすすめると、ペーター・ギュンターは、ただ首を振って断っ
た。こうして首を振ったことによって、―?信仰深き者たちのうちの１人
の報告によれば―?、疑うすべもなく神の裁きは下り、首切り役人のなれ
た手は、いつもならそのようなことはないのに妨げられて、首を一度で
切り落とすことができなかった。しかし、二度目にはこの神の冒 者と
いわれた者の首は地上にころがった。思うに、ペーター・ギュンターを
死へ誘ったこの には、首切り役人の唱え文句が刻まれていたのであろ
う。
わたしが を振り上げるとき
神よ、
罪人に永遠の命を与えたまえ
?
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